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8「私は憎しみを共にするのではなく、愛を共にするよう生まれついているのです」とは、古代ギリシアの悲劇詩人ソポクレース作の『アンティゴネー』の中でアンティゴネーが発する印象的な言葉です。彼女の兄弟二人が国の王位をめぐって争い、一方 ポリュネイケースは外国の軍の助けを借りて祖国に攻め入ろうとし、二人は刺し違えて死んでしまいます。新王となった彼女の叔父クレオーンは、この戦死者二人の扱いを区別し、祖国に弓 引いたポリュネイケースの遺体のほうは野ざらしにして、野犬、野鳥が喰らうに任せます。そして、埋葬を禁じ、これを犯 者は死刑に処するとの布告 出します。この措置に敢然と反抗しのがアンティゴネーで、兄の埋葬を試み捕らえられてクレオーンの前に引き立てられてき が、王の糾弾に対 て全く悪びれることなく反論する中で言われた が前述 言
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9特集〈歴史のことば　現在のことば〉
もうひとつ、今度は古代ローマの文学から不死の言葉を
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